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生活費等の原資の推移 

 

 

収入源 H25（2013） H28（2016） R1（2019） R4（2022） 

年金 87．4％ 85.3％ 87.5％ 89.3％ 

預金・貯金 （項目無し） 35.4％ 37.4％ 38.4％ 

賃金・給与（自

営収入含む） 

18.0％ 21.6％ 21.4％ 24.2％ 

不動産等資産

からの収入 

15.0％ 13.6％ 13.1％ 16.1％ 

・年金の比率の増加は、国民皆年金（1961 年）以降に就労した者が大多数となってい

るためか（回答者の 85.2％は 85歳未満）。 

・賃金・給与の比率の増加は、定年後も就労継続するものが増えていることの反映か。 

・預・貯金の取り崩し、資産収入も増加傾向。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

経済状況の主観的評価の推移 

 

 

 H25（2013） H28（2016） R1（2019） R4（2022） 

大変苦しい 11.7％ 5.4％ 4.9％ 5.3％ 

やや苦しい 31.3％ 20.2％ 19.8％ 19.4％ 

ふつう （項目無し） 55.2％ 55.3％ 54.6％ 

ややゆとりが

ある 

40.5％ 13.2％ 15.4％ 15.5％ 

大変ゆとりが

ある 

8.7％ 2.4％ 2.9％ 3.1％ 

・「大変苦しい」と「やや苦しい」の合計の推移（H25 年調査は除外） 

 25.6％ → 24.7％ → 24.7％  横ばい 

・「ふつう」は横ばい 

・「ややゆとりがある」と「大変ゆとりがある」の合計の推移（H25 年調査は除外） 

 15.6％ → 18.3％ → 18.6％  微増傾向 

 

 

 

 

 



 



 


